
令和４年度宮城県野生動植物調査の状況を紹介します

県内の希少な動植物と植物群落，干潟について調査・分析を委託し，緊急に保護すべき希少な種・群集はレッドブック，
レッドリストとして公開し，保護・保全を図っています。委託先は学識経験者等で組織された「宮城県野生動植物調査
会」で，鳥類や昆虫類といった９つの分科会において現地調査や文献調査が実施されています。令和４年度の活動実績に
ついて，以下のとおり一部の分科会を抜粋して紹介します。

【鳥類分科会】

活動概要：海鳥調査，県南部のタカ類の生息調査，夜間の鳥類
調査，希少種の任意調査

調査結果：レッドリストに変更なし

←コクガンの飛来
状況調査

【海岸動物分科会】

活動概要：干潟における海岸動物の調査，希少種の任意調査
調査結果：レッドリスト変更なし

←干潟における
海岸動物調査

調査で確認された
希少種のウミニナ
→

【植物群落分科会】

活動概要：県内各地の植物群落の調査（単一群落４９群
落，複合群落１２群落の計６１群落）

調査結果：レッドリストに変更なし

＜リンク＞
・レッドデータブック２０１６について
https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/sizenhogo/red-
book2016.html

・レッドリスト２０２３について
https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/sizenhogo/re
d-index.html
環境生活部自然保護課野生生物保護班
電話番号：０２２－２１１－２６７３

【昆虫分科会】

活動概要：県内各地の昆虫類の調査

調査結果：レッドリスト1種追加（キイロヤマトンボ）

【他の分科会の活動状況】

両生爬虫類分科会では，都市近郊や開発
改変による影響が危惧される地域の生息
状況を調査しました。
また，植物分科会では，東日本大震災の
津波浸水域や丘陵地を中心に調査を行い
ました。さらに，汽水・淡水魚類分科会
では，県内の河川や湿地帯等を対象に現
地調査を行いました。その結果，各分科
会ともにレッドリストに変更はありませ
んでした。

樹林内の下層植生
調査→

顕微鏡による植物の観察の様子

←ブナ群落の調査

調査の結果確認された
希少種の
コシジロウミツバメ→

←昆虫類の調査の
状況

調査により確認された
希少種の
ヒメギフチョウ→

https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/sizenhogo/red-book2016.html

